








































































表 2 4 ユガ
「永劫」の「劫」は「カルパ」の訳として用いられる仏教語である。それはマハーユガの千倍
である。これはさらに大きな時間の単位として用いられる。





1 日 1 月（＝ 30 日） 1 年（＝ 360 日）







2 劫＝ 8,640,000,000 年＝ブラフマンの 1 昼夜
ブラフマンの寿命＝ 100歳＝ 2 × 360 × 100 ＝ 72,000 劫













天体までの距離を「ヨージャナ」（yojana, 由旬）という単位で表 3 のような数値を与えてい
るものがある。大地は平な円で、同心円をなす 7 つの大陸の直径比は 1：2：4：8：16：32：
64 であると見なされている。その中央にある大陸「ジャンブドヴィーパ（閻浮提）」は直径


















インド最初の数理天文学書はアールヤバタ（A¯ryabhat.a, AD 476 年生まれ）の『アールヤバ
ティーヤ』(A¯ryabhat.ı¯ ya ) 8)であり、すでに高度に完成された形になっている。
2.1 アールヤバタの宇宙
宇宙の大きさに関して、アールヤバタには二つの前提がある。
（1）角度の 1 分に対応する月の軌道は 10 ヨージャナに等しい。
（2）すべての惑星の平均速度はヨージャナ単位では同一であり、1 ユガの間に虚空の全周
のヨージャナ数だけ運動する。（表 4 において R×Cが一定）
したがって、
月の軌道の周囲：306 × 60 × 10 ＝ 216,000 ヨージャナ




惑星の平均運動 軌道の周 (C )









太陽年 (Y ) 4320,000
恒星日 (Rs ) 1,582,237,500
暦日 (D ) 1,577,917,500 ＝ Rs－ Y
恒星月 (Rm ) 57,753,336
朔望月 (M ) 53,433,336 ＝ Rm－ Y
閏月(A ) 1,593,336 ＝ M－ 12 × Y
ティティ (T ) 1,603,000,080 ＝ 30 × M
欠日 (U ) 25,082,580 ＝ T－ D
1 年＝ D/Y＝ 365.258581 日（現代値 365.256.360）
1 月＝ D/M＝ 29.530581 日（現代値 29.530589）
ブラフマグプタの場合 6 世紀から 7 世紀にかけて活躍した天文学・数学者ブラフマグプ
タ (Brahmagupta) は、アールヤバタの前提 (1) の 10 ヨージャナの代わりに 15 ヨージャナと
し、前提 (2) の「ユガ」の代わりにその 1000 倍の「カルパ」を用い、その間の月の回転数を
57,753,300,000 とするので、「虚空の全周」は 18,712,069,200,000,000 ヨージャナになる。9)
アールヤバタの言うように、1 ヨージャナを人間の背丈（プルシャ）の 8000 倍とし、仮に人
間の背丈を 160 センチくらいとすると、ブラフマグプタの「虚空」の半径はおよそ 8 千光年
にもなる。現代の宇宙論には比すべきもないが、古代としては桁はずれに巨大である。
なお、現在はカリ・ユガであり，数理天文学書では、その始まりを紀元前 3102 年 2 月 17/
18 日（木／金曜日）の夜半または 18 日の日出時におく。西暦 2002 年はカリ紀元 5103 年で
あり，カリ・ユガの終り、すなわちいちおうの「終末」までにはまだ 426,897 年ある。なお西
暦 2002 年はシャカ暦では 1924 年である。
地球とメール山 アールヤバタは「天球」 (gola) と「地球」(bhu¯gola) という言葉を用いる。
地球の直径は 1,050 ヨージャナであり、人間の背丈を 160 センチとすると 13,444 キロメート
ル、180 センチとすれば 15,120 キロメートルであるから、かなり現実に近くなる（実際値は
















































6) Sachau 訳、Alberuni’s India, 363 頁参照。
7) W. Kirfel, Die Kosmographie der Inder, Bonn u. Leipzig, 1920, p.128。定方晟著『インド宇宙誌』、春秋




9) Alberuni’s India, II. page 71 参照。
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